○○有限責任事業組合契約書

　本契約末尾の署名欄に記載又は記録された者は、共同して事業を営むため、有限責任事業組合契約に関する法律の規定に従い、平成○年○月○日をもって、以下のとおり、有限責任事業組合契約を締結する。

第１章　　総　則

（名称）

第１条　　本組合の名称は、○○有限責任事業組合と称する。

（事業）

第２条　　組合員は、本組合の事業として、共同で次に掲げる事業を営むことを約する。

　　　　１．○○の製造販売

　　　　２．○○の売買

　　　　３．○○の設計、製造及び販売

　　　　４．上記各号に附帯関連する一切の事業

（所在地）

第３条　　本組合の事務所は、○○市に置く。

（組合員の氏名及び住所、出資の目的及びその価額）

第４条　　当組合の組合員の氏名及び住所、出資の目的及びその価額は次のとおりである。

　　　　　　○○県○○市○○町一丁目１番１号

　　　　　　　金○○万円　　　組合員　○○　○○

　　　　　　○○県○○市○○町二丁目２番２号

　　　　　　　金○○万円　　　組合員　○○　○○

（組合契約の効力発生日）

第５条　　本契約の効力が発生する年月日は、平成○年○月○日（以下「効力発生日」という。）とする。

（組合の存続期間）

第６条　　本組合の存続期間は、本組合の成立日（第８条に定義される。）より平成○年○月○日までの期間（以下「存続期間」という。）とする。

（有限責任）

第７条　　組合員は、その出資の価額を限度として、本組合の債務を弁済する責任を負う。

第２章　　出　資

（組合員の氏名及び住所、出資の目的及びその価額）

第８条　　当組合の組合員の氏名及び住所、出資の目的及びその価額は次のとおりである。

　　　　　　○○県○○市○○町一丁目１番１号

　　　　　　　金○○万円　　　組合員　　○○　○○

　　　　　　○○県○○市○○町二丁目２番２号

　　　　　　　金○○万円　　　組合員　　□□　□□

第３章　　組合の運営

（業務執行の決定）

第９条　　本組合における業務執行の決定は、総組合員の同意によるものとする。ただし、組合の常務についてはこの限りではない。

（業務の執行）

第１０条　　組合員は、本組合の業務を執行する権利を有し、義務を負う。

第４章　　組合財産

（組合財産の帰属）

第１１条　　組合財産は、総組合員の共有に属するものとし、各組合員は、これに対し各自の持分金額に応じて比例按分した割合による持分（以下「組合持分」という。）を有する。

第５章　　計　算

（事業年度）

第１２条　　本組合の事業年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。

第６章　　分　配

（損益の配賦）

第１３条　　本組合の事業に関する損益は、各事業年度末において、各組合員が履行した出資の価額の割合に応じて当該組合員に配賦される。

（組合財産の分配）

第１４条　　組合員は、総組合員の同意を得て、各事業年度経過後３か月以内に、組合財産を組合員に対して分配するものとする。

第７章　加入及び脱退

（組合員の加入）

第１５条　　本組合は、総組合員の同意により決定した条件に従い、新たに組合員を加入させることができる。

２　　前項に従い新たに組合員となることを希望する者は、前項に基づき総組合員が決定した条件に従い、本組合に対し、本組合の定める加入申込書を提出し、かつ、出資の履行を完了したときに、本組合の組合員たる地位を取得するものとする。

（組合員の脱退）

第１６条　　各組合員は、やむを得ない場合を除き、本組合を脱退することができない。

　　　２　　前項に定める場合のほか、組合員は、次に掲げる事由によって脱退する。

　　　　　一　死亡

　　　　　二　破産手続開始の決定を受けたこと

　　　　　三　後見開始の審判を受けたこと

　　　　　四　除名

第８章　　解散及び清算

（解散）

第１７条　　本組合は、次に掲げる事由により解散する。

　　　　　一　第２条（事業）に掲げる事業の成功又は成功の不能

　　　　　二　組合員が一人になったこと

　　　　　三　組合員に居住者又は内国法人のいずれかに該当する者が一人もいなくなったこと

　　　　　四　存続期間の満了

　　　　　五　総組合員が解散に同意したこと

　　　　　六　やむを得ない理由により組合員から解散の請求がなされたこと

（清算人）

第１８条　　本組合が解散した場合、総組員の過半数の同意をもって組合員の中から本組合の清算人を１名選任する。

　　　２　　清算人は、いつでも総組合員の過半数の同意をもって解任することができる。

　　　３　　法人が清算人であるときは、当該法人は、速やかにその職務執行者を１名選任し、その者の氏名及び住所を他の組合員全員に書面で通知するものとする。

（残余財産の分配）

第１９条　　清算人は、組合債務の弁済が完了した後遅滞なく、本組合の財産を、組合持分の割合に応じ、各組合員に分配するものとする。

第９章　　雑　則

（本契約の変更）

第２０条　　本契約の変更は、本契約に別段の定めがある場合を除き、総組合員の同意により、これを行うことができる。

　以上、本契約の証として契約書１通を作成し、各組合員がこれに署名又は記名押印のうえ、その原本を本組合の主たる事務所に保管し、各組合員はその写しを保持する。

　　　　平成○年○月○日

　　　　　　　　　　○○県○○市○○町一丁目１番１号

　　　　　　　　　　　　　　　組合員　　○○　○○　　　　㊞
　　　　　　　　　　○○県○○市○○町二丁目２番２号

　　　　　　　　　　　　　　　組合員　　□□　□□　　　　㊞
